
      おりおりの山 第１１９回 2019 年９月 1 日 

作者プロフィール 

 柚木 文夫氏  千葉県隊友会会員 習志野支部長 桧町陸幕 平成 2 年退官 1958 年防衛大学卒 

 元防大山岳部監督 現自衛隊山岳連盟会長 

 

 9 月上旬、乗 鞍岳（ 3026ｍ）に出 かけ

た。深田 久弥 が日 本百 名山 の一 つに 挙げ

た 乗 鞍 岳 は 、 最 高 峰 の 剣 ヶ 峰 を は じ め 、

大日 岳、 摩利 支天 岳な ど 21 峰 を包 括す

る堂 々た るコ ニー デ型 火山 であ るが 、乗

鞍 ス カ イ ラ イ ン の お か げ で 頂 上 近 く ま

で バ ス で 到 達 出 来 る 便 利 な 山 に な っ て

しま った 。 新宿 から の深 夜バ スを 利用

して 、早 朝乗 鞍高 原セ ンタ ーに 着き 、畳

平行 き一 番バ スに 乗っ て 6 時 50 分 、畳

平 に 到 着 し た 。 標 高 2700ｍ 。 恐 ら く 日

本最 高所 のバ ス停 だろ う。広い 駐車 場を

囲 み シ ャ レ た ミ ヤ ゲ 物 屋 や レ ス ト ラ ン

など が立 ち並 び、シー ズン 中の 賑わ いが

思い やら れる 。 ゆっ くり と朝 食を 楽し

んだ後 7 時半 、お 花畑 を抜 けて 剣ヶ 峰に

向か う。もう 花の 季節 には 遅い が、ウサ

ギギ ク、タカ ネス イバ 、チ シマ ギキ ョウ

など が目 を楽 しま せて くれ た。 コ ロナ

観 測 所 の

白 い ド ー

ム を 右 に

見 上 げ な

が ら 車 道

を た ど り 、

30 分 程で

肩 ノ 小 屋 。

こ こ か ら

道 は 登 山

路 に な り 、

朝 日 岳 の

山 腹 を 急

登 し て 朝

日岳 と蚕 玉岳 の鞍 部に 出る。目の

下、周 囲に 雪渓 を配 した コバ ルト

色の 権現 池が 神秘 的だ った 。  

 更に 一 登 り して 9 時 剣 ヶ 峰頂

上。好天 に恵 まれ 最高 の眺 望 。雲

海に 浮か ぶ槍 穂高 連峰 、孤 高を 誇る 笠ヶ

岳、振り 返れ ば木 曽御 嶽の 英姿 が見 事だ

った 。  

 眺 望 を 楽 し ん だ 後 、 往 路 を 引 き 返 し

10 時 15 分、畳平 帰着 。帰 りは 白骨 温泉

まで 歩い て下 りる こと にし た。２万 ５千

分 の １ の 地 図 に 記 さ れ た 点 線 路 を 信 じ

て、硫黄 岳、十石 山を 経て 白骨 温泉 に至

る経 路を 選ん だ。畳平 から 桔梗 ヶ原 をス

カイ ライ ンに 沿っ て歩 き、大丹 生岳 東側

から 車道 を離 れて 硫黄 岳に 向か う。あま

り通 る人 がい ない のか 、ル ート はか なり

荒れ てい る。クマ ザサ をか き分 けか き分

けの 箇所 も多 い。しか も長 い道 中は 間断

のな い登 り下 りの 連続 。さ すが 日本 百名

山、この 山の 大き さを 改め て実 感し た重

労働 下山 だっ た。白骨 温泉 によ うや くた

どり 着い たの が午後 4 時だ った 。  
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